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(57)【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）

【 課 題 】 赤 ワ イ ン や ハ イ ビ ス カ ス 由 来 の ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 よ り 強 い 肝 障 害 抑 制 効 果 を 有

し 、 か つ 大 量 に 入 手 可 能 な 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分 を 活 性 成 分 と し

含 有 す る 肝 障 害 抑 制 剤 。 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 は 、 ソ ラ ニ ウ ム ・ チ ュ ー ベ ロ サ

ム ssp.ア ン デ ィ ゲ ナ L（ Solanu m tuberosu m ssp . A ndjgena L） ま た は ソ ラ ニ ウ ム ・ フ レ ハ

Juz. Et Buk.（ S. phure ja Juz . Et Buk.） の よ う な ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanu m ） に 属 す る 馬

鈴 薯 で あ る 。 こ の 肝 障 害 抑 制 剤 を 含 有 す る 飲 食 品 及 び 飼 料 。

【 選 択 図 】 な し
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分 を 活 性 成 分 と し 含 有 す る 肝 障

害 抑 制 剤 。

【 請 求 項 ２ 】

ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 が 、 ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴 薯 で あ る 請

求 項 １ に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

【 請 求 項 ３ 】

ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴 薯 が 、 ソ ラ ニ ウ ム ・ チ ュ ー ベ ロ サ ム ssp.ア ン デ ィ

ゲ ナ L（ Solanum tuberosum ssp. Andjgena L） ま た は ソ ラ ニ ウ ム ・ フ レ ハ Juz. Et Buk.（

S. phureja Juz. Et Buk.） で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

【 請 求 項 ４ 】

ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 が 、 ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴 薯 の 普 通 栽

培 種 、 異 種 栽 培 種 及 び そ れ ら を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 か ら 成 る 群 か ら 選

ば れ る 少 な く と も 1種 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

【 請 求 項 ５ 】

ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 が 、 紫 肉 品 種 「 キ タ ム ラ サ キ 」 、 ま た は 紫 肉 品 種 「 キ タ

ム ラ サ キ 」 を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 肝 障 害 抑 制

剤 。

【 請 求 項 ６ 】

ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 が 、 赤 肉 系 統 「 北 海 91号 」 、 ま た は 赤 肉 系 統 「 北 海 91号

」 を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

【 請 求 項 ７ 】

ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 が 、 紫 肉 系 統 「 北 海 92号 」 、 ま た は 紫 肉 系 統 「 北 海 92号

」 を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

【 請 求 項 ８ 】

前 記 水 溶 性 成 分 は 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら の 絞 り 汁 に 含 ま れ る 成 分 、 ま た

は 水 を 含 ん だ 溶 媒 若 し く は 水 溶 性 有 機 溶 媒 で 抽 出 す る こ と で 得 ら れ る 成 分 で あ る 請 求 項 １

～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

【 請 求 項 ９ 】

前 記 水 を 含 ん だ 溶 媒 が 、 (1)水 、 (2)水 と 水 溶 性 有 機 溶 媒 と の 混 合 溶 媒 、 (3)酸 、 (4)水 と 酸

と の 混 合 溶 媒 、 (5)塩 類 を 含 む 水 溶 液 の い ず れ か で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

【 請 求 項 １ ０ 】

前 記 水 溶 性 有 機 溶 媒 が 炭 素 数 １ ～ ６ の 低 級 ア ル コ ー ル で あ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 肝 障 害 抑 制

剤 。

【 請 求 項 １ １ 】

前 記 酸 が 、 蟻 酸 、 乳 酸 、 酢 酸 、 ク エ ン 酸 、 ト リ フ ル オ ロ 酢 酸 、 塩 酸 、 及 び 硫 酸 か ら 成 る 群

か ら 選 ば れ る 少 な く と も 1種 の 酸 で あ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

【 請 求 項 １ ２ 】

請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 を 含 有 す る 飲 食 品 。

【 請 求 項 １ ３ 】

請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 を 含 有 す る 飼 料 。

【 請 求 項 １ ４ 】

ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分 を 含 有 し 、 肝 障 害 抑 制 作 用 を

有 す る も の で あ っ て 、 肝 障 害 の 抑 制 、 防 止 ま た は 改 善 の た め に 用 い ら れ る も の で あ る 旨 の

表 示 を 付 し た 飲 食 品 。

【 請 求 項 １ ５ 】

ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分 を 含 有 し 、 肝 障 害 抑 制 作 用 を

有 す る も の で あ っ て 、 肝 障 害 の 抑 制 、 防 止 ま た は 改 善 の た め に 用 い ら れ る も の で あ る 旨 の

表 示 を 付 し た 飼 料 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 成 分 を 活 性 成 分 と す る 肝 障

害 抑 制 剤 、 並 び に こ の 肝 障 害 抑 制 剤 を 含 有 す る 飲 食 品 及 び 飼 料 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 は 種 々 の 植 物 に 含 ま れ る こ と が 知 ら れ て お り 、 代 表 的 な も の と し て

ブ ル ー ベ リ ー が あ る 。 ブ ル ー ベ リ ー 以 外 に も 赤 ワ イ ン (Mitcheva et al. Cellular and Mo

lecular Biology, 39, 443-448 (1993)(非 特 許 文 献 1))や ハ イ ビ ス カ ス (Obi et al. , Toxi

cology, 131, 93-98(1998) (非 特 許 文 献 2), Wang et al. , Food and Chemical Toxicolog

y, 38, 411-416 (2000) (非 特 許 文 献 3))に も ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 が 含 ま れ て い る 。

　 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 は 、 種 々 の 生 体 調 節 機 能 を 有 す る こ と が 知 ら れ て お り 、 例 え ば 、 抗

酸 化 能 、 活 性 酸 素 消 去 能 、 抗 変 異 原 ・ 抗 腫 瘍 効 果 、 動 脈 硬 化 予 防 効 果 、 糖 尿 病 予 防 効 果 、

肝 障 害 抑 制 効 果 、 視 機 能 改 善 効 果 な ど が 主 な も の で あ る 。 最 近 、 生 活 習 慣 病 予 防 の 面 か ら

、 こ の よ う な 生 体 調 節 機 能 を 有 す る ア ン ト シ ア ニ ン が 注 目 を 集 め て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 馬 鈴 薯 に も ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む も の が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 「 イ ン カ レ ッ ド 」

及 び 「 イ ン カ パ ー プ ル 」 で あ る 。 「 イ ン カ レ ッ ド 」 は 、 ペ ラ ニ ン を 主 成 分 と す る ア ン ト シ

ア ニ ン 色 素 を 含 有 し 、 肉 色 が 赤 色 で あ る 。 「 イ ン カ パ ー プ ル 」 は 、 ペ タ ニ ン を 主 成 分 と す

る ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 有 し 、 肉 色 が 紫 色 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 馬 鈴 薯 の 原 産 地 の 南 米 ア ン デ ス 地 域 に は 、 ア ン ト シ ア ニ ン で 赤 ～ 紫 色 に 着 色 し た 近 縁 栽

培 種 が 存 在 し て い る 。 こ れ ら は 、 普 通 栽 培 種 の 祖 先 や 同 一 起 源 の 近 縁 種 で 、 ４ 倍 体 の ソ ラ

ニ ウ ム ・ チ ュ ー ベ ロ サ ム ssp.ア ン デ ィ ゲ ナ L (Solanum tuberosum ssp. Andjgena L)や ２

倍 体 の ソ ラ ニ ウ ム ・ フ レ ハ Juz. Et Buk (S. phureja Juz. Et Buk.)な ど が あ る 。 こ の よ

う な 近 縁 種 は 、 普 通 栽 培 種 と 直 接 な い し は 倍 数 性 操 作 に よ り 交 雑 可 能 で あ る 。 ソ ラ ニ ウ ム

・ チ ュ ー ベ ロ サ ム ssp.ア ン デ ィ ゲ ナ (Solanum tuberosum ssp. Andjgena)に 由 来 す る 赤 肉

及 び 紫 肉 の 亜 種 間 雑 種 系 統 と 「 根 室 紫 」 に 由 来 す る 紫 肉 の 「 島 系 284号 」 を 1990年 に 交 配

し 、 こ の 交 雑 後 代 か ら 「 イ ン カ レ ッ ド 」 及 び 「 イ ン カ パ ー プ ル 」 は 育 成 さ れ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 馬 鈴 薯 に 含 ま れ る ア ン ト シ ア ニ ン に は 、 馬 鈴 薯 以 外 の 植 物 由 来 の ア ン ト シ ア ニ ン と 同 様

に 抗 酸 化 能 や 活 性 酸 素 消 去 能 な ど が 認 め ら れ て い る 。 し か し 、 そ れ 以 外 に 、 他 の 植 物 由 来

の ア ン ト シ ア ニ ン で は 一 般 に は 見 い だ さ れ な い 抗 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス 活 性 を 有 す る こ

と や ア ポ ト ー シ ス 誘 導 作 用 を 有 す る こ と も 明 ら か と な っ て い る （ 特 開 2001-316399号 公 報

、 特 開 2004-91472号 公 報 ） 。

【 非 特 許 文 献 １ 】 Mitcheva et al. Cellular and Molecular Biology, 39, 443-448 (199

3)

【 非 特 許 文 献 ２ 】 Obi et al. , Toxicology, 131, 93-98(1998)

【 非 特 許 文 献 ３ 】 Wang et al. , Food and Chemical Toxicology, 38, 411-416 (2000)

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2001-316399号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 2004-91472号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 有 す る 赤 肉 及 び 紫 肉 の 馬 鈴 薯 で あ る 「 イ ン カ レ

ッ ド 」 及 び 「 イ ン カ パ ー プ ル 」 は 、 育 種 さ れ て 間 も な い た め 、 馬 鈴 薯 ア ン ト シ ア ニ ン の 生

体 調 節 作 用 に 関 し て は 、 未 知 の 部 分 が 多 い 。

　 一 方 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 に は 、 上 述 の よ う に 、 種 々 の 生 体 調 節 機 能 が あ る こ と が 知 ら

れ て い る が 、 由 来 す る 植 物 に よ っ て 生 体 調 節 機 能 の 活 性 に 強 弱 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】

　 例 え ば 、 前 述 の 赤 ワ イ ン や ハ イ ビ ス カ ス に も ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 が 含 ま れ て お り 、 こ れ

ら は 、 肝 障 害 抑 制 効 果 を 有 す る こ と が 知 ら れ て い る (非 特 許 文 献 1及 び 2参 照 )。 し か し 、 赤

ワ イ ン や ハ イ ビ ス カ ス 由 来 の ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 が 有 す る 肝 障 害 抑 制 効 果 は 、 そ れ ほ ど 強

い も の で は な い 。 ま た 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 の 他 の 食 品 へ の 応 用 を 考 え る と 、 赤 ワ イ ン や

ハ イ ビ ス カ ス か ら 抽 出 で き る ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 に は 限 り が あ る 、 と い う 問 題 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 赤 ワ イ ン や ハ イ ビ ス カ ス 由 来 の ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 よ り 強 い 肝

障 害 抑 制 効 果 を 有 し 、 か つ 大 量 に 入 手 可 能 な 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 提 供 す る こ と に あ る

。

　 さ ら に 本 発 明 は 、 そ の よ う な ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 応 用 し た 飲 食 物 や 飼 料 等 の 製 品 を 提

供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 赤 肉 及 び 紫 肉 の 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 し た 水 溶 性 画 分 に 、 強 い 肝 障 害 抑 制 効 果

が あ る こ と を 見 い だ し て 本 発 明 に 至 っ た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。

（ １ ） ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分 を 活 性 成 分 と し 含 有 す

る 肝 障 害 抑 制 剤 。

（ ２ ） ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 が 、 ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴 薯 で

あ る (1)に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

（ ３ ） ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴 薯 が 、 ソ ラ ニ ウ ム ・ チ ュ ー ベ ロ サ ム ssp.ア

ン デ ィ ゲ ナ L（ Solanum tuberosum ssp. Andjgena L） ま た は ソ ラ ニ ウ ム ・ フ レ ハ Juz. Et

Buk.（ S. phureja Juz. Et Buk.） で あ る (2)に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

（ ４ ） ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 が 、 ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴 薯 の

普 通 栽 培 種 、 異 種 栽 培 種 及 び そ れ ら を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 か ら 成 る 群

か ら 選 ば れ る 少 な く と も 1種 で あ る (1)～ (3)の い ず れ か に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

（ ５ ） ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 が 、 紫 肉 品 種 「 キ タ ム ラ サ キ 」 、 ま た は 紫 肉 品 種

「 キ タ ム ラ サ キ 」 を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 で あ る (1)に 記 載 の 肝 障 害 抑

制 剤 。

（ ６ ） ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 が 、 赤 肉 系 統 「 北 海 91号 」 、 ま た は 赤 肉 系 統 「 北

海 91号 」 を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 で あ る (1)に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

（ ７ ） ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 が 、 紫 肉 系 統 「 北 海 92号 」 、 ま た は 紫 肉 系 統 「 北

海 92号 」 を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 で あ る (1)に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

（ ８ ） 前 記 水 溶 性 成 分 は 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら の 絞 り 汁 に 含 ま れ る 成 分

、 ま た は 水 を 含 ん だ 溶 媒 若 し く は 水 溶 性 有 機 溶 媒 で 抽 出 す る こ と で 得 ら れ る 成 分 で あ る (1

)～ (7)の い ず れ か に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

（ ９ ） 前 記 水 を 含 ん だ 溶 媒 が 、 (1)水 、 (2)水 と 水 溶 性 有 機 溶 媒 と の 混 合 溶 媒 、 (3)酸 、 (4)

水 と 酸 と の 混 合 溶 媒 、 (5)塩 類 を 含 む 水 溶 液 の い ず れ か で あ る (8)に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

（ １ ０ ） 前 記 水 溶 性 有 機 溶 媒 が 炭 素 数 １ ～ ６ の 低 級 ア ル コ ー ル で あ る (9)に 記 載 の 肝 障 害

抑 制 剤 。

（ １ １ ） 前 記 酸 が 、 蟻 酸 、 乳 酸 、 酢 酸 、 ク エ ン 酸 、 ト リ フ ル オ ロ 酢 酸 、 塩 酸 、 及 び 硫 酸 か

ら 成 る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 1種 の 酸 で あ る (9)に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 。

（ １ ２ ） (1)～ (11)の い ず れ か に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 を 含 有 す る 飲 食 品 。

（ １ ３ ） (1)～ (11)の い ず れ か に 記 載 の 肝 障 害 抑 制 剤 を 含 有 す る 飼 料 。

（ １ ４ ） ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分 を 含 有 し 、 肝 障 害 抑

制 作 用 を 有 す る も の で あ っ て 、 肝 障 害 の 抑 制 、 防 止 ま た は 改 善 の た め に 用 い ら れ る も の で

あ る 旨 の 表 示 を 付 し た 飲 食 品 。

（ １ ５ ） ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分 を 含 有 し 、 肝 障 害 抑
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制 作 用 を 有 す る も の で あ っ て 、 肝 障 害 の 抑 制 、 防 止 ま た は 改 善 の た め に 用 い ら れ る も の で

あ る 旨 の 表 示 を 付 し た 飼 料 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 肝 障 害 抑 制 剤 は 、 従 来 、 肝 障 害 抑 制 効 果 を 有 す る こ と が 知 ら れ て い る 赤 ワ イ ン

や ハ イ ビ ス カ ス 由 来 の ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 に 比 べ て 、 よ り 高 い 肝 障 害 抑 制 効 果 を 有 す る も

の で あ る 。 そ し て 、 原 料 と な る ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 は 入 手 が 容 易 で 、 し か も

低 コ ス ト で あ る こ と か ら 、 食 品 等 の 製 品 へ の 応 用 も 容 易 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 肝 障 害 抑 制 剤 は 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分

を 活 性 成 分 と し 含 有 す る 。

　 本 発 明 に お い て 、 「 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 」 は 、 皮 部 ・ 肉 部 に ア ン ト シ ア ニ

ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 で あ り 、 例 え ば 、 ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴 薯 で あ る こ

と が で き る 。 さ ら に 、 ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴 薯 は 、 ソ ラ ニ ウ ム ・ チ ュ ー

ベ ロ サ ム ssp.ア ン デ ィ ゲ ナ L（ Solanum tuberosum ssp. Andjgena L） ま た は ソ ラ ニ ウ ム ・

フ レ ハ Juz. Et Buk.（ S. phureja Juz. Et Buk.） で あ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 さ ら に 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 は 、 ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴

薯 の 普 通 栽 培 種 、 異 種 栽 培 種 及 び そ れ ら を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 か ら 成

る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 1種 で あ る こ と が で き る 。

　 ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴 薯 の 普 通 栽 培 種 と は 、 ソ ラ ニ ウ ム ・ チ ュ ー ベ ロ

サ ム ・ チ ュ ー ベ ロ サ ム （ Solanum tuberosum ssp. tuberosum L） で あ り 、 前 述 の 「 イ ン カ

レ ッ ド 」 及 び 「 イ ン カ パ ー プ ル 」 は 、 こ の 普 通 栽 培 種 に 含 ま れ る 。

　 ソ ラ ニ ウ ム 属 （ Solanum） に 属 す る 馬 鈴 薯 の 異 種 栽 培 種 と は 、 例 え ば 、 ソ ラ ニ ウ ム ・ フ

レ ハ Juz. Et Buk.（ S. phureja Juz. Et Buk.） や ソ ラ ニ ウ ム ・ ス テ ノ ト ナ ム (S. stenoto

mum)や ソ ラ ニ ウ ム ・ ア ヤ ン フ ィ リ (S. ajanhuiri)で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 そ れ ら を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 と は 、 上 記 普 通 栽 培 種 及 び 異 種 栽 培 種

を 基 に 交 配 育 種 し 、 色 素 濃 度 、 耐 病 性 、 収 量 性 等 の 実 用 形 質 改 良 を 進 め た 品 種 を 意 味 す る

。 実 用 形 質 改 良 を 進 め た 品 種 の 具 体 例 と し て 、 例 え ば 、 紫 肉 品 種 「 キ タ ム ラ サ キ 」 、 赤 肉

系 統 「 北 海 91号 」 、 紫 肉 系 統 「 北 海 92号 」 を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 「 イ ン カ レ ッ ド 」 及 び 「 イ ン カ パ ー プ ル 」 は 色 素 量 が 少 な く 、 栽 培 が 難 し い 、 と い う 課

題 が あ っ た 。 そ こ で 、 1994年 以 降 、 実 用 性 に 優 れ た 品 種 改 良 が そ の 後 も 続 け ら れ 、 そ の 結

果 、 2003年 に シ ス ト 線 虫 抵 抗 性 や 多 収 性 を 付 与 し た 紫 肉 品 種 「 キ タ ム ラ サ キ 」 が 育 成 さ れ

た 。 さ ら に 、 赤 肉 系 統 「 北 海 91号 」 は 、 「 イ ン カ レ ッ ド 」 の 栽 培 ・ 利 用 上 の 実 用 性 を 改 良

し た 系 統 と し て 育 成 さ れ た 。 「 北 海 91号 」 は 、 「 キ タ ム ラ サ キ 」 の 自 然 結 実 種 子 か ら 育 成

さ れ た 系 統 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 紫 肉 系 統 「 北 海 92号 」 は 、 有 色 甘 藷 の 「 山 川 紫 」 並 の 色 素 含 量 を 有 す る 系 統 と し

て 育 成 さ れ た 。 「 北 海 92号 」 も 「 キ タ ム ラ サ キ 」 の 自 然 結 実 種 子 か ら 育 成 さ れ た 系 統 で あ

る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 赤 肉 の 「 イ ン カ レ ッ ド 」 、 「 北 海 91号 」 の 品 種 ・ 系 統 間 の 色 素 成 分 の 構 成 比 率 に つ い て

は 大 差 が な い こ と が 確 認 さ れ て い る 。 同 様 に 、 紫 肉 の 「 イ ン カ パ ー プ ル 」 、 「 キ タ ム ラ サ

キ 」 、 「 北 海 92号 」 の 品 種 ・ 系 統 間 の 色 素 成 分 の 構 成 比 率 に つ い て も 大 差 が な い こ と が 確

認 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 さ ら に 本 発 明 で は 、 紫 肉 品 種 「 キ タ ム ラ サ キ 」 を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品
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種 、 赤 肉 系 統 「 北 海 91号 」 を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 、 及 び 紫 肉 系 統 「 北

海 92号 」 を 実 用 形 質 改 良 の た め に 交 配 育 種 し た 品 種 も 、 「 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴

薯 」 に 含 ま れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 本 発 明 の 肝 障 害 抑 制 剤 は 、 「 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 」 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性

成 分 を 活 性 成 分 と し 含 有 す る も の で あ り 、 「 水 溶 性 成 分 」 に つ い て 以 下 に 説 明 す る 。 本 発

明 に お い て 、 「 水 溶 性 成 分 」 と は 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら の 絞 り 汁 に 含 ま

れ る 成 分 で あ る こ と が で き る 。 馬 鈴 薯 か ら の 絞 り 汁 は 、 溶 媒 と し て 水 を 含 有 す る こ と か ら

、 本 発 明 に お い て は 、 こ の 絞 り 汁 に 含 ま れ る 成 分 も 、 「 水 溶 性 成 分 」 で あ る 。 絞 り 汁 の 場

合 の 抽 出 は 、 所 謂 、 圧 搾 抽 出 で あ る 。 ま た 、 「 水 溶 性 成 分 」 と は 、 水 を 含 ん だ 溶 媒 ま た は

水 溶 性 有 機 溶 媒 で 抽 出 す る こ と で 得 ら れ る 成 分 で あ る こ と も で き る 。 こ こ で 、 「 水 を 含 ん

だ 溶 媒 」 と は 、 例 え ば 、 (1)水 、 (2)水 と 水 溶 性 有 機 溶 媒 と の 混 合 溶 媒 、 (3)酸 、 (4)水 と 酸

と の 混 合 溶 媒 、 (5)塩 類 を 含 む 水 溶 液 の い ず れ か で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 水 溶 性 有 機 溶 媒 は 、 例 え ば 、 炭 素 数 １ ～ ６ の 低 級 ア ル コ ー ル で あ り 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ

ノ ー ル な ど を 例 示 で き る 。 水 と 水 溶 性 有 機 溶 媒 と の 混 合 溶 媒 に お け る 混 合 比 は 、 水 5～ 80%

に 対 し て 水 溶 性 有 機 溶 媒 95～ 20%で あ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 酸 と し て は 、 例 え ば 、 蟻 酸 、 乳 酸 、 酢 酸 、 ク エ ン 酸 、 ト リ フ ル オ ロ 酢 酸 、 塩 酸 、 及 び 硫

酸 か ら 成 る 群 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 1種 の 酸 を 挙 げ る こ と が で き る 。 水 と 酸 と の 混 合 溶

媒 、 即 ち 、 酸 性 水 溶 液 に お け る 酸 の 含 有 量 は 0.5～ 5%の 範 囲 で あ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 塩 類 を 含 む 水 溶 液 に お け る 塩 類 と し て は 、 例 え ば 、 上 記 酸 の ナ ト リ ウ ム 塩 及 び カ リ ウ ム

塩 を 挙 げ る こ と が で き る 。 塩 類 を 含 む 水 溶 液 に お け る 塩 類 の 含 有 量 は 0.5～ 5%の 範 囲 で あ

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 に お け る 「 水 溶 性 成 分 」 は 、 例 え ば 、 「 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 」 の 塊

茎 を ス ラ イ ス し 、 ジ ュ ー サ ー 、 ミ キ サ ー 等 に か け て 粉 砕 、 搾 汁 し 、 さ ら に 遠 心 分 離 、 或 い

は 濾 過 法 に よ っ て 不 溶 物 を 除 い て 得 ら れ た 、 即 ち 、 圧 搾 抽 出 に よ り 得 ら れ た 、 「 絞 り 汁 」

に 含 ま れ る 成 分 で あ る 。 あ る い は 、 「 水 溶 性 成 分 」 は 、 「 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴

薯 」 の 塊 茎 を ス ラ イ ス し た も の を 前 記 「 水 を 含 ん だ 溶 媒 」 に よ り 抽 出 す る こ と で 得 ら れ る

成 分 で あ る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 「 水 を 含 ん だ 溶 媒 」 と し て 水 と 酸 と の 混 合 溶 媒 (酸 性 水 溶 液 )用 い て 、 「 水 溶 性 成 分 」 を

調 製 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 「 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 」 を ス ラ イ ス し て 、

す ぐ に 酸 性 水 溶 液 に 浸 た す 。 酸 性 水 溶 液 に つ い て は 、 pH2.0-5.0の 有 機 酸 水 溶 液 で あ る こ

と が 望 ま し い 。 例 と し て 、 乳 酸 、 酢 酸 、 ク エ ン 酸 な ど が あ げ ら れ る が 、 抽 出 効 率 や 色 素 安

定 性 の 良 い 蟻 酸 、 ト リ フ ル オ ロ 酢 酸 を 用 い て も よ い 。 ま た 、 塩 酸 、 硫 酸 な ど の 鉱 酸 、 酸 性

ア ル コ ー ル 、 水 を 抽 出 溶 媒 と し て 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 馬 鈴 薯 塊 茎 に は ポ リ

フ ェ ノ ー ル を 褐 変 さ せ る ポ リ フ ェ ノ ー ル オ キ シ ダ ー ゼ の よ う な 酸 化 酵 素 が 存 在 し て い る た

め 、 好 ま し く は 、 抽 出 温 度 は 酸 化 酵 素 が 働 か な い ４ ℃ で 行 う 。 次 い で 、 色 素 抽 出 液 を 遠 心

分 離 な い し 濾 過 等 で 固 形 分 を 除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 由 来 の 色 調 を 損

な う こ と な く 、 「 水 溶 性 成 分 」 を 含 む 画 分 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 発 明 で は 、 上 記 「 絞 り 汁 」 ま た は 「 水 溶 性 成 分 」 を 含 む 画 分 を そ の ま ま 、 肝 障 害 抑 制

剤 と し て 用 い る こ と が で き る が 、 こ れ ら 水 溶 性 画 分 を 凍 結 乾 燥 し た 後 、 粉 末 化 す る こ と も

で き る 。 肝 障 害 抑 制 剤 と し て 使 用 す る 場 合 、 残 存 す る 酸 は 中 和 し 、 塩 類 は 必 要 に よ り 少 な

く と も 一 部 を 除 去 し て 、 用 い る こ と が 適 当 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の よ う に し て 得 ら れ る 本 発 明 の 肝 障 害 抑 制 剤 は 、 赤 ワ イ ン や ハ イ ビ ス カ ス 由 来 の ア ン
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ト シ ア ニ ン 色 素 に 比 べ て 格 段 に 優 れ た 肝 障 害 抑 制 作 用 を 有 す る 。

　 従 来 か ら 、 パ ラ コ ー ト 、 四 塩 化 炭 素 、 ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ン 、 ガ ラ ク ト サ ミ ン 、 ｔ － ブ チ

ル ハ イ ド ロ パ ー オ キ サ イ ド な ど の 薬 剤 を 腹 腔 に 注 入 す る こ と に よ り 生 体 内 で 酸 化 ス ト レ ス

を 受 け 過 酸 化 脂 質 生 成 や 肝 毒 性 を 引 き 起 こ す こ と が 知 ら れ て お り 、 様 々 な 機 能 性 成 分 の 肝

毒 性 抑 制 効 果 モ デ ル と し て 用 い ら れ て き て い る 。 今 回 は そ の 肝 毒 性 モ デ ル の 一 つ と し て ガ

ラ ク ト サ ミ ン を 用 い た 動 物 実 験 の 結 果 、 本 発 明 の 馬 鈴 薯 水 溶 性 画 分 投 与 に よ る 肝 障 害 抑 制

効 果 が 認 め ら れ た （ 実 施 例 ３ ） 。 す な わ ち 、 一 方 の ラ ッ ト に ガ ラ ク ト サ ミ ン を 含 ん だ 飼 料

を 与 え 、 も う 一 方 の ラ ッ ト に は ガ ラ ク ト サ ミ ン 飼 料 の ほ か に 馬 鈴 薯 水 溶 性 粗 画 分 を 与 え て

８ 日 間 飼 育 し た 後 に 採 血 し て み る と 、 水 溶 性 粗 画 分 を 与 え た ラ ッ ト の 肝 機 能 指 標 酵 素 活 性

値 (G OT、 GPT、 ALP、 LD H)は 、 与 え な い も の と 比 べ 上 昇 が 押 さ え ら れ た 。 ま た 、 水 溶 性 粗 画

分 を 与 え た ラ ッ ト の 血 清 コ レ ス テ ロ ー ル 値 は 、 与 え な い も の の よ う な 異 常 な 低 下 が み ら れ

な か っ た 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ア ン ト シ ア ニ ン が 肝 障 害 抑 制 効 果 を 有 す る こ と は す で に 知 ら れ て い る 。 本 発 明 に 係 る 馬

鈴 薯 水 溶 性 粗 画 分 は ア ン ト シ ア ニ ン を 含 有 す る こ と か ら 、 肝 障 害 抑 制 効 果 を 有 す る 点 に つ

い て は 、 少 な く と も 現 時 点 に お い て は 、 ア ン ト シ ア ニ ン が 最 大 限 の 効 果 を 発 揮 し て い る の

で は な い か と 推 測 さ れ る 。 そ の 一 方 で 、 水 溶 性 粗 画 分 に は ク ロ ロ ゲ ン 酸 を は じ め と し た ポ

リ フ ェ ノ ー ル も 含 ま れ る こ と か ら 、 ア ン ト シ ア ニ ン と ポ リ フ ェ ノ ー ル が 単 独 ま た は 複 合 的

に 作 用 し て 、 上 記 の 健 康 機 能 性 が 発 揮 さ れ た こ と も 推 定 で き る 。 し た が っ て 、 詳 細 に つ い

て は 、 今 後 の 研 究 を 待 た な け れ ば な ら な い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 の 肝 障 害 抑 制 剤 は 、 肝 障 害 抑 制 効 果 を 有 す る 有 効 (活 性 )成 分 を 含 む 薬 剤 と し て 使

用 で き る 。 薬 剤 と し て 利 用 す る 場 合 、 摂 取 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 経 口 投 与 、 直 腸 投

与 、 静 脈 注 射 等 の 方 法 で 投 与 可 能 で あ る 。 経 口 投 与 の 場 合 は 、 粗 抽 出 画 分 物 自 体 を 投 与 す

る 以 外 に 、 粗 抽 出 画 分 に 結 合 剤 、 賦 形 剤 、 希 釈 剤 な ど と と も に 混 合 し 、 常 法 に よ り 錠 剤 、

顆 粒 剤 、 カ プ セ ル 剤 、 ト ロ ー チ 剤 等 と し て 用 い て 良 い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 の 肝 障 害 抑 制 剤 は 、 飲 食 品 、 飼 料 等 の 形 態 で も 利 用 さ れ る 。 こ の 場 合 も

、 粉 末 の ま ま 利 用 し て も 、 ま た は 溶 液 の ま ま で 利 用 し て も 良 い 。 飲 食 品 と し て は 、 例 え ば

、 飲 料 類 （ ド リ ン ク 剤 、 ジ ュ ー ス 等 ） 、 菓 子 類 （ ク ッ キ ー 、 ス ナ ッ ク 菓 子 、 ビ ス ケ ッ ト 等

） 、 調 味 料 類 、 サ プ リ メ ン ト な ど が 例 示 で き る 。 特 に 、 飲 食 品 で は 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素

の 赤 色 や 紫 色 の 色 調 を 活 か し た 製 品 開 発 が 可 能 と な る 点 か ら 有 用 で あ る 。 飼 料 と し て は 、

ペ ッ ト フ ー ド （ ド ッ グ フ ー ド 、 キ ャ ッ ト フ ー ド 等 ） 、 家 畜 用 飼 料 、 養 殖 魚 介 用 飼 料 が 挙 げ

ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 飲 食 品 及 び 飼 料 に お け る ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分 の

含 有 量 は 、 水 溶 性 成 分 の 含 有 目 的 に 応 じ て 適 宜 決 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 水 溶 性 成

分 の 含 有 量 は 、 ０ ． １ ～ １ ０ ％ の 範 囲 と す る こ と が で き る 。 但 し 、 こ の 範 囲 に 限 定 さ れ る

も の で は な く 、 適 宜 決 定 で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 特 に 、 本 発 明 は 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分 を 含 有 し

、 肝 障 害 抑 制 作 用 を 有 す る も の で あ っ て 、 肝 障 害 の 抑 制 、 防 止 ま た は 改 善 の た め に 用 い ら

れ る も の で あ る 旨 の 表 示 を 付 し た 飲 食 品 及 び 飼 料 を 包 含 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 を 含 む 馬 鈴 薯 か ら 抽 出 さ れ た 水 溶 性 成 分 は 、 上 記 本 発 明 の 肝 障 害 抑

制 剤 に お い て 説 明 し た も の と 同 様 の も の で あ る 。 ま た 、 肝 障 害 抑 制 作 用 も 、 上 記 肝 障 害 抑

制 剤 に つ い て の 説 明 と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 発 明 の 上 記 飲 食 品 及 び 飼 料 は 、 「 肝 障 害 の 抑 制 、 防 止 ま た は 改 善 の た め に 用 い ら れ る

で あ る 旨 の 表 示 」 を 付 し た 飲 食 品 及 び 飼 料 で あ る 。 さ ら に 、 こ の 表 示 に は 、 「 肝 障 害 の 抑
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制 、 防 止 ま た は 改 善 」 と 、 同 義 の 意 味 の 表 示 も 含 む 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ こ で 「 表 示 」 と は 、 例 え ば 、 飲 食 品 及 び 飼 料 の 容 器 や 取 り 扱 い 説 明 書 に お け る 表 示 の

み な ら ず 、 紙 媒 体 上 及 び ウ エ ブ 上 に 掲 載 さ れ た 飲 食 品 及 び 飼 料 に つ い て の 広 告 文 や 音 声 に

よ る 広 告 等 も 包 含 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ま た 、 「 表 示 を 付 し た 飲 食 品 」 と は 、 飲 食 品 の 容 器 や 取 り 扱 い 説 明 書 に 表 示 を 付 し た 飲

食 品 の み な ら ず 、 容 器 や 取 り 扱 い 説 明 書 に 表 示 を 付 し て い な く て も 、 こ の 飲 食 品 の 紙 媒 体

上 及 び ウ エ ブ 上 に 掲 載 さ れ た 飲 食 品 に つ い て の 広 告 文 や 音 声 に よ る 広 告 等 に よ り 、 同 様 の

表 示 を し て い る 場 合 も 含 む 。 同 様 に 、 「 表 示 を 付 し た 飼 料 」 と は 、 飼 料 の 容 器 や 取 り 扱 い

説 明 書 に 表 示 を 付 し た 飼 料 の み な ら ず 、 容 器 や 取 り 扱 い 説 明 書 に 表 示 を 付 し て い な く て も

、 こ の 飼 料 の 紙 媒 体 上 及 び ウ エ ブ 上 に 掲 載 さ れ た 飼 料 に つ い て の 広 告 文 や 音 声 に よ る 広 告

等 に よ り 、 同 様 の 表 示 を し て い る 場 合 も 含 む 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。

　 実 施 例 １ （ 馬 鈴 薯 水 溶 性 画 分 の 調 整 法 ）

　 赤 肉 系 統 「 北 海 91号 」 及 び 紫 肉 系 統 「 北 海 92号 」 そ れ ぞ れ 10kgを ミ キ サ ー で 粉 砕 後 、 等

量 の 5%蟻 酸 を 加 え 4℃ で 24時 間 静 置 し た 。 そ の 後 3000rpm、 20分 間 、 4℃ で 遠 心 分 離 を 行 い

、 上 澄 み 液 を 回 収 し 、 粗 抽 出 液 と し た 。 粗 抽 出 液 は 凍 結 し 、 そ の 後 凍 結 乾 燥 を 行 い 、 そ れ

ぞ れ ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 由 来 の 色 調 が 損 な わ れ て い な い 赤 色 及 び 紫 色 の 粗 抽 出 粉 末 を 得 た

（ 赤 色 粗 抽 出 物 112.5g/10kg、 紫 色 粗 抽 出 物 218.2g/10kg） 。 こ の 粗 抽 出 粉 末 中 の ポ リ フ ェ

ノ ー ル を Fuleki, Francisの 方 法 (Fuleki and Francis, J. Food Sci. , 33, 72-77, 1968

)に よ り 測 定 し た と こ ろ 、 5%含 ま れ て い た （ 図 1） 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 実 施 例 ２ （ 馬 鈴 薯 水 溶 性 画 分 の ア ン ト シ ア ニ ン 量 及 び 抗 酸 化 作 用 ）

　 粗 抽 出 液 か ら の ア ン ト シ ア ニ ン 定 量 法 は 、 Fuleki, Francisの 方 法 に 従 っ た (J. Food Sc

i. , 33, 72-77, (1968))。 こ の 定 量 法 で は 、 代 表 的 な ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 が 535nmに お け

る 平 均 的 な 吸 光 係 数 (E
1 %

)が 982で あ る こ と が 報 告 さ れ て お り 、 こ の 計 算 方 法 は 、 最 近 の 論

文 に お い て も 使 用 さ れ て い る （ 例 え ば 、 Jeppsson, Scientia Horticulturae, 83, 127-13

7, (2000)） 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 サ ン プ ル 0.03mLを 1.5 N塩 酸 の 95％ エ タ ノ ー ル 溶 液 で 3mLに 希 釈 し 、 1.5 N塩 酸 の 95％ エ

タ ノ ー ル 溶 液 に 対 す る 吸 光 度 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 、 紫 肉 系 統 「 北 海 92号 」 で は 1.824、

赤 肉 系 統 「 北 海 91号 」 で は 0.370の 吸 光 度 を 与 え 、 抽 出 液 中 の 濃 度 は そ れ ぞ れ 、 1.875お

よ び 0.376mg／ mLと 算 出 さ れ た 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 赤 色 粗 抽 出 物 及 び 紫 色 粗 抽 出 物 中 に 含 ま れ る ポ リ フ ェ ノ ー ル 量 は 、 そ れ ぞ れ の 有 色 芋 可

食 部 に 対 し て 、 56.0mg/100g及 び 109.1mg/100gで あ っ た 。 ま た 上 記 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 測

定 法 に よ り 、 そ れ ぞ れ の 粗 抽 出 物 (赤 56.0mg、 紫 109.1mg)に 対 し て ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 成

分 は 、 15.6mg/56.0mg及 び 84.4mg/109.1mgで あ っ た 。 よ っ て 、 ポ リ フ ェ ノ ー ル 量 に 対 す る

ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 量 (割 合 )は 、 赤 肉 系 統 「 北 海 91号 」 で は 27.9%で あ り 、 紫 肉 系 統 「 北

海 92号 」 で は 77.3%で あ っ た 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 抗 酸 化 作 用 は 、 Millerら に よ る ABTS (2,2'-Azino-di-[3-ethylbenzothiazoline sulfon

ate])が ラ ジ カ ル に よ っ て 酸 化 さ れ る こ と に よ る 青 緑 色 発 色 (600 nm)を ど れ だ け 抑 制 す る

か を 指 標 に 実 験 を 行 な っ た (Miller et al. , Clinical Science, 84, 407-412, (1993))。

ポ ジ チ ブ コ ン ト ロ ー ル に 用 い た 物 質 (TROLO X)は 九 州 農 試 等 で DPPHラ ジ カ ル 消 去 活 性 に 使 用

さ れ て い る も の （ 沖 ら 、 食 科 工 , 48, 926-932, (2001)） と 同 一 で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】
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　 粗 抽 出 液 を 水 に て １ ０ 倍 希 釈 し た 物 、 標 準 品 (TROLO X)も し く は 水 2.5μ L、 6.1μ M metmy

oglobin、 610 μ M ABTSの 80m M PBS（ phosphate buffer saline） (pH7.4) 125 μ Lの 600n

mに お け る 吸 光 度 を 測 定 す る (A1)。

　 そ の 溶 液 に 250 μ M H 2 O 2 の 80m M PBS (pH7.4) 25 μ Lを 加 え ３ 分 後 に 600nmに お け る 吸

光 度 を 測 定 す る (A2)。

各 物 質 に お け る 吸 光 度 の 変 化 Δ A = A2 - A1 を 計 算 す る 。

抗 酸 化 物 質 の TROLO X相 当 量 は 次 式 で あ ら わ さ れ る 。

（ 使 用 し た TROLO X濃 度 ） X［ Δ A（ 水 ） -Δ A（ 抽 出 物 ） ］ ／ ［ Δ A（ 水 ） -Δ A（ TROLO X） ］

ア ン ト シ ア ニ ン の 標 準 品 と し て 1 m M Keracyanine, Malvinに つ い て も 抽 出 物 と 同 様 の 操

作 を 行 な っ た 。

　 そ の 結 果 TROLO X相 当 量 と し て （ モ ル 濃 度 ） 紫 肉 系 統 「 北 海 92号 」 抽 出 液 は 1.863、 赤 肉

系 統 「 北 海 91号 」 抽 出 液 は 2.194、 1 m M Keracyaninは 0.8568、 1 m M Malvinは 0.6210の 抗

酸 化 物 質 が 存 在 す る こ と が 判 明 し た （ 図 2） 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 実 施 例 ３ （ 馬 鈴 薯 水 溶 性 画 分 の 投 与 が も た ら す 肝 機 能 障 害 抑 制 効 果 ）

[方 法 ]

　 実 験 動 物 は 7週 齢 Fisher系 雄 ラ ッ ト を 日 本 チ ャ ー ル ズ リ バ ー 株 式 会 社 か ら 購 入 し た 。 ラ

ッ ト は プ ラ ス チ ッ ク ケ ー ジ を 用 い て 個 別 に 飼 育 し 、 室 温 を 23± 1℃ 、 湿 度 60± 5%、 明 暗 周

期 を 12時 間 （ 明 08:00、 暗 20:00） と し た 。

　 実 験 食 は オ リ エ ン タ ル 酵 母 株 式 会 社 で 調 製 し た も の を 使 用 し た （ 表 1） 。

【 ０ ０ ４ ３ 】
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【 表 １ 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

[投 与 実 験 ]

　 7週 齢 の ラ ッ ト 30匹 を 1週 間 、 市 販 の 粉 末 飼 料 を 与 え て 馴 化 を 行 い 、 各 投 与 群 で 体 重 に 有

意 差 が な い よ う に 3つ の 投 与 群 に 群 分 け を 行 っ た 。 そ の 後 、 5%蟻 酸 で 抽 出 し て 得 ら れ た 紫

肉 系 統 「 北 海 92号 」 抽 出 物 (PP)及 び 赤 肉 系 統 「 北 海 91号 」 抽 出 物 (RP)を 超 純 水 で 400mg/0.

5mL濃 度 に 調 製 し て 2実 験 群 (PPと RP)に 毎 日 １ 回 ８ 日 間 強 制 経 口 投 与 し た 。 基 本 食 給 与 群 (C

O N)に は 0.5mLの 超 純 水 を 同 様 に 投 与 し た 。 投 与 ８ 日 目 頸 静 脈 か ら 採 血 し た 血 清 中 の 肝 機 能 50
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指 標 酵 素 活 性 (G OT、 GPT、 ALP、 LD H)を 調 べ 馬 鈴 薯 水 溶 性 画 分 の 毒 性 有 無 を 確 認 し た 後 、 ３

群 を 更 に 体 重 に 有 意 差 の 無 い よ う に 任 意 に そ れ ぞ れ 半 分 に 分 け 、 各 々 の 半 分 の 群 に ガ ラ ク

ト サ ミ ン (D-GalN)を 体 重 kg当 り 250mg/1mL濃 度 で 復 腔 内 注 射 し た 。 非 投 与 群 に は 超 純 水 を

同 様 に 注 射 し た （ 図 3） 。 22時 間 後 、 6群 (表 2、 CO N、 PP、 RP、 G-CO N、 G-PP、 G-RP)の ラ ッ

ト を ネ ン ブ タ ー ル 腹 部 注 射 、 頚 椎 脱 臼 後 、 迅 速 に 解 剖 し 血 液 と 肝 臓 を 採 集 し た 。 摘 出 し た

臓 器 は 冷 生 理 食 塩 水 （ 8.5ｇ NaCl/l） で 洗 浄 し 、 乾 燥 し た 濾 紙 で 水 分 を 除 去 し 、 重 量 を 測

定 し た 。 そ の 後 、 液 体 窒 素 で 急 速 冷 凍 し 、 -80℃ で そ れ ぞ れ 分 析 ま で 保 存 し た 。

【 ０ ０ ４ ５ 】
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【 表 ２ 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

[分 析 項 目 ]

　 体 重 お よ び 摂 食 量 の 計 測 は 毎 日 行 っ た 。 摂 食 量 は 給 餌 量 と 残 量 の 差 か ら 算 出 し た 。 採 血

は 実 験 開 始 前 、 投 与 7日 後 、 ガ ラ ク ト サ ミ ン 投 与 22時 間 後 に 行 い 、 頚 静 脈 よ り 採 取 し た 。

血 液 は 1.5mlの エ ッ ペ ン ド ル フ チ ュ ー ブ に 移 し 、 室 温 で 3時 間 放 置 し た 後 に 6000rpmで 10分

間 遠 心 分 離 （ 岩 城 硝 子 社 製 CFA12型 ） を 行 い 、 上 澄 み を 血 清 と し た 。 得 ら れ た 血 清 は 生 化

学 分 析 に 用 い る ま で -30℃ で 保 存 し た 。 50
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【 ０ ０ ４ ７ 】

　 血 清 中 の グ ル タ ミ ン 酸 ピ ル ビ ン 酸 ト ラ ン ス ア ミ ナ ー ゼ (GPT)活 性 は カ ル メ ン 法 に 代 表 さ

れ る 共 役 酵 素 法 (IFCC法 )に 準 じ て 測 定 し た 。 グ ル タ ミ ン 酸 オ キ サ ロ 酢 酸 ト ラ ン ス ア ミ ナ ー

ゼ (G OT)は カ ル メ ン 法 に 代 表 さ れ る 共 役 酵 素 法 に 準 じ て 測 定 し た 。 ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ タ

ー ゼ (ALP)活 性 は p-ニ ト ロ フ ェ ニ ル リ ン 酸 基 質 法 に 準 じ て 測 定 し た 。 乳 酸 脱 水 素 酵 素 (LD H)

活 性 は WrOblewski-La Due法 に 準 じ て 測 定 し た 。 総 コ レ ス テ ロ ー ル （ T-CH OL） 及 び 高 密 度

リ ポ 蛋 白 コ レ ス テ ロ ー ル （ H DL-CH OL） 濃 度 は コ レ ス テ ロ ー ル オ キ シ ダ ー ゼ ・ D A OS法 に 準 じ

て 測 定 し た 。 T-CO HL濃 度 と H DL-CH OL濃 度 の 差 を 、 超 低 密 度 リ ポ 蛋 白 コ レ ス テ ロ ー ル ＋ 中 密

度 リ ポ 蛋 白 コ レ ス テ ロ ー ル ＋ 低 密 度 リ ポ 蛋 白 コ レ ス テ ロ ー ル （ VLDL＋ IDL＋ LDL-CH OL） 濃

度 と し た 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

[統 計 処 理 ]

　 す べ て の 値 は 平 均 値 ± 標 準 偏 差 で 表 し た 。 統 計 処 理 は ダ ン カ ン の 多 重 検 定 を 用 い て 危 険

率 5%以 内 を 有 意 な 差 と し た 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

[結 果 ]

　 体 重 及 び 摂 取 量 は 各 投 与 群 間 で 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た 。 肝 臓 重 量 は CO N群 で D-GalN投

与 群 (G-CO N、 G-PP、 G-RP)に 比 べ に 有 意 に 増 加 し て い た が 、 D-GalN投 与 群 間 で の G-PP群 と G

-RP群 が G-CO N群 に 比 べ 上 昇 す る 傾 向 が 見 ら れ た （ 表 3） 。 D-GalNは 生 体 内 に 入 る と 肝 毒 性

を 起 こ さ せ る 薬 物 と し て 通 常 用 い ら れ て い る 。 そ こ で 今 回 、 急 性 肝 炎 や 肝 硬 変 な ど の 疾 病

の 診 断 要 因 で あ る GPT、 G OT、 ALP、 LD Hに つ い て 検 討 し た 。 D-GalN投 与 前 、 馬 鈴 薯 水 溶 性 画

分 の 投 与 は 血 清 中 GPT、 G OT、 ALP及 び LD Hの 活 性 に 影 響 を 与 え な か っ た 。 D-GalN投 与 後 、 D-

GalN投 与 に よ り 非 投 与 群 に 比 べ 有 意 に 増 加 し た GPT、 GPT、 ALP及 び LD Hの 活 性 は 、 馬 鈴 薯 水

溶 性 画 分 (G-PP、 G-RP)に よ り そ の 上 昇 が 有 意 に 抑 え ら れ た （ 表 4） 。 ま た 、 慢 性 肝 炎 や 肝

硬 変 よ り 血 清 コ レ ス テ ロ ー ル が 異 常 に 低 下 す る こ と が 知 ら れ て い る が 、 今 回 血 清 T-CH OL、

H DL-CH OL及 び VLDL＋ IDL＋ LDL-CH OL濃 度 は G-CO N群 で 有 意 に 低 下 し て お り （ 表 5） 、 従 来 か

ら の 報 告 と 一 致 し て い た が 、 G-PP群 や G-RP群 の よ う に 馬 鈴 薯 水 溶 性 画 分 を 投 与 す る こ と に

よ り 血 清 コ レ ス テ ロ ー ル の 異 常 な 低 下 が み ら れ ず 、 GalN非 投 与 群 の 値 と 近 い 値 を 示 し て い

た 。

【 ０ ０ ５ ０ 】
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ５ １ 】
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【 表 ４ 】

【 ０ ０ ５ ２ 】
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【 表 ５ 】

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 急 性 肝 毒 性 に 対 す る ア ン ト シ ア ニ ン の 低 減 効 果 に つ い て 、 ラ ッ ト を 用 い て 調 べ た こ れ ま

で の 研 究 （ Mitcheva et al. , Cellular and Molecular Biology, 39, 443-448 (1993); O

bi et al. , Toxicology, 131, 93-98 (1998); Wang et al. , Food and Chemical Toxicol

ogy, 38, 411-416 (2000)） と 本 研 究 の 肝 機 能 指 標 酵 素 （ G OT、 GPT） の 実 験 値 か ら 、 毒 性

軽 減 効 果 指 標 値 を 下 記 の 式 に よ り 算 出 し た 。

【 ０ ０ ５ ４ 】
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【 数 １ 】

【 ０ ０ ５ ５ 】

【 表 ６ 】

【 ０ ０ ５ ６ 】 50
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　 表 ６ か ら 明 ら か な よ う に 、 本 研 究 の PPの 肝 毒 性 軽 減 効 果 指 標 値 は 、 G OTで 94.5％ 、 GPTで

96.7％ 、 RPに お い て は 、 G OTで 81.5％ 、 GPTで 85.4％ で あ っ た 。 こ れ ま で の 研 究 で の 肝 毒 性

軽 減 効 果 指 標 値 は 、 G OTで 40.7-75.9％ 、 GPTで 43.6-53.8％ で あ っ た こ と を 考 慮 す る と 、 本

研 究 の ア ン ト シ ア ニ ン を 含 有 す る 紫 色 及 び 赤 色 馬 鈴 薯 水 溶 性 粗 画 分 は 、 急 性 肝 毒 性 に 対 す

る 抑 制 効 果 の 大 き い こ と が 明 ら か で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 本 発 明 の 肝 障 害 抑 制 剤 は 、 薬 剤 と し て そ の ま ま 利 用 で き る 他 、 飲 料 品 や 飼 料 へ の 添 加 剤

と し て も 有 用 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ５ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 馬 鈴 薯 水 溶 性 粗 画 分 の 調 整 方 法 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 に お け る ABTS法 （ ラ ジ カ ル 消 去 能 法 ） に よ る 馬 鈴 薯 水 溶 性 粗 画 分 の 抗 酸 化

活 性 試 験 の 結 果 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 に お け る 動 物 実 験 の ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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